
淡路島百景に準ずる景観

広田
ひろた

八幡宮
はちまんぐう

・大宮寺
だいぐうじ

 
所在地：南あわじ市広田 

 

大宮寺 

出典：一般社団法人淡路島観光協会ＨＰ 

広田梅林 

広田八幡宮 
淡路國名所図絵「廣田八幡宮」 

広田八幡宮は、明治 32 年の火災により本殿などを消失しましたが、４年後に再建され現在に至り

ます。春には、五穀豊穣を祈願した祭りが行われ、青年団による勇壮な獅子舞、曳きだんじりや神輿

が町内を巡ります。 

広田八幡宮に隣接して、大宮寺があります。さつきの花所であるとともに、裏山に天明志士の碑が

あることから多くの巡礼者が訪れます。 

また、広田八幡宮の北側には、淡路島を代表する梅林である広田梅林もあります。約5,000㎡の敷

地に２種類の梅が約300本植えられており、2月には丘陵地一面にピンク色の花が咲き誇ります。 

 

【景観の特徴】 □ 自然がつくりだす景観 

□ 歴史がつくりだす景観 

□ 生活・文化がつくりだす景観 

□ 新しくつくりだす景観 

【ア ク セ ス】 

神戸淡路鳴門自動車道洲本 ICから、国道28号、県道

125号線へ。車で約15分。 
地図出典：国土地理院発行２万５千分の１地形図
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